
 ２．口座振替 →

㋠

㋡

㋢

（※）本人が手書き（署名）しない場合は、記名押印してください。

　　　　　※前期高齢者分がある場合は、裏面１，２，３を先に算出→

電話　　　　　　　（　　　　　　）

算

出

基

礎

額

　　　　　年　　　月

様

口座番号

裏　　面　　添　　付

〃

（昭・平･令　　　年　　月　　日） （昭・平・令　　　年　　月　　日）

一般・退職・退家・（高齢）

）
4．その他

（平成３０年８月診療分より） 〔令和　　　　　年　　　　月診療分〕 高額療養費該当の有無 有 無

 ⑩今回以前一年間に受け 1 2

 ⑪希望支払方法

　　た高額療養費の診療月

口座名義

銀行・農協・漁協

南島原市長

3

本店・支店

　　　　　年　　　月　　　　　年　　　月

上 記 の と お り 申 請 し ま す 。 令和 年 月 日

〃

 ⑧医療機関等での支払額 　　　　　　　　　　　　　　円 　　　　　　　　　　　　　　円 　　　　　　　　　　　　　　円

 ⑨他の制度により一部負
担金相当額又はその一部
の支給を受けられる場合

制度名（　　　　　　　　　　　） 制度名（　　　　　　　　　　　） 制度名（　　　　　　　　　　　）

費用徴収の　　有・無 費用徴収の　　有・無 費用徴収の　　有・無

前期高齢者分

一
般

退
職

決定費用額

㋐～㋟の合計

・

Hの自己負担額（ＨがないときはＣ）

an

am

ak

alai

ah

（
１．世帯合算（多数該当）

３．多数該当

２．世帯合算（その他）

一般・退職・退家・（高齢）

2 3

 現並（Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ） ・ 一般 ・ 低Ⅱ ・ 低Ⅰ 

（昭・平･令　　　年　　月　　日）

国民健康保険高額療養費支給申請書

 ①被保険者の記号番号

 ⑥診療を受けた医療機関等

 ⑦診療を受けた期間 〃 〃

第三者該当 （ 有 ・ 無 ）

　  被保険者の氏名

長崎県南島原市 番地

　　　　（生年月日）

Ｑ　自己負担限度額　｛()内は多数該当｝

個人番号

ao

ag～ao計+Ｈ
（Ｈがないときはag～ao計+Ｃ）

aj

５  １・2・４により算出された支給額を合計

Ｔ－Ｘ

南島原　－ ②
住民税及び
所得状況

1

４、７０歳未満（前期高齢者の負担額を含む）の算出

Ｒ　１％自己負担額（マイナスの時は＝０）

世帯主の氏名

 ③診 療 を 受 け た

裏　　面　　添　　付 裏　　面　　添　　付

家外来

（※）

Ｔ総支給決定額 Ｗ一部負担金割合 Ｘ一般の支給額

P－Q

Ｕ既支給額 Ｖ差引総支給額

エ

オ

252,600 円＋R　（ 140,100  円）

 35,400 円　     （ 24,600  円）

 57,600 円　     （ 44,400  円）

｛（㋐～㋢）－842,000  円｝×１％＝

ウ

一般

前高齢

ア　・　イ　・　ウ　・　エ　・　オ

 ⑤疾　　　　病　　　　名

個人番号

〃 〃

 ④世帯主との続柄及び区分 一般・退職・退家・（高齢）

世帯主の住所

Ｓ　支給額

 １．窓口支払

備　　　考

一般の一部負担/全一部負担 Ｔ×Ｗ（円未満切上）

イ

Ｙ退職の支給額

167,400 円＋R　（ 93,000  円）

 80,100 円＋R　（ 44,400  円）

｛（㋐～㋢）－558,000  円｝×１％＝

｛（㋐～㋢）－267,000  円｝×１％＝

Ｐ　算出基礎額他法負担分区分 費用徴収額

家入院

家外来

家入院

薬剤一部負担

一
般

一
般

退
職

退
職

家外来

一部負担金

ag

Ｄ＋Ｉ＋Ｓ Ｔ－Ｕ

家入院

ア



㋐ a k

㋑ ｂ l

㋒ ｃ m

㋓ ｄ n

㋔ ｅ o

㋕ ｆ p

㋖ g q

㋗ h r

㋘ i s

㋙ j t

円 円 低所得Ⅰ 円

円 円 円

㋚ u aa

㋛ v ab

㋜ w ac

㋝ x ad

㋞ y ae

㋟ z af

決定費用額

現　並

（Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ）

区分

一般

一般

一般

一般

一般

一般

現並（Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ）

現並（Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ）

現並（Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ）

現並（Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ）

現並（Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ）

現並（Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ）

Ｂ 自己負担限度額

a～t計

１、前期高齢者外来分（個人分）の算出

　　　　　年　　　月 　　　　　年　　　月

一部負担金 費用徴収額

Ｄ＋Ｉ J－K 一般の一部負担/全一部負担 L×M（円未満切上）

３、１～２により算出された前期高齢者分支給額を合計

Ｊ総支給決定額 Ｋ既支給額 Ｌ差引総支給額 Ｍ一部負担金割合 Ｎ一般の支給額 Ｏ退職の支給額
L－N

一般 低所得Ⅰ 15,000  円
Ｅ－Ｆ

Ｆ　自己負担限度額　｛()内は多数該当｝ Ｇ　１％自己負担額（マイナスの時は＝０）
　　　　　　　円＋Ｇ

低所得Ⅱ 24,600  円
｛（㋐～㋟）－ 　　　　　　　　円｝×１％＝

（　　　　　　  円） Ｈ　自己負担額 Ｉ　支給額

57,600 円

（ 44,400  円）

4 5 6

（昭・平・令　　　　年　　月　　日）

　　　　　年　　　月　　た高額療養費の診療月

〃 〃

 ⑤疾　　　　病　　　　名 裏　　面　　添　　付 裏　　面　　添　　付 裏　　面　　添　　付

　  被保険者の氏名

　　　　（生年月日）

２、前期高齢者入院分（外来を合算）の算出

一部負担金 費用徴収額 Ｅ　算出基礎額
u～af計+Ｃ

一般

現並Ⅰ

低所得Ⅱ

8,000

8,00018,000

現並Ⅲ

現並Ⅱ

　　　　　　　　　　　　　　円

他法負担分

一般・退職・退家・（高齢） ④世帯主との続柄及び区分 一般・退職・退家・（高齢） 一般・退職・退家・（高齢）

費用徴収の　　有・無 費用徴収の　　有・無 費用徴収の　　有・無

制度名（　　　　　　　　　　　）制度名（　　　　　　　　　　　） 制度名（　　　　　　　　　　　）

　　　　　　　　　　　　　　円

 ⑥診療を受けた医療機関等 〃 〃 〃

Ｄ　支給額（Ａ－Ｂ）

（昭・平・令　　　　年　　月　　日） （昭・平・令　　　　年　　月　　日）

Ｃ　自己負担額

区分

一般

一般

一般

一般

一般

一般

一般 現並（Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ）

決定費用額 他法負担分

一般

一般

 ⑦診療を受けた期間 〃

現並（Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ）

現並（Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ）

現並（Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ）

現並（Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ）

現並（Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ）

 ⑩今回以前一年間に受け 4 5 6

 ⑧医療機関等での支払額 　　　　　　　　　　　　　　円

現並（Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ）

現並（Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ）

現並（Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ）

現並（Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ）

個人番号

 ③診 療 を 受 け た

Ａ　算出基礎額

一般

 ⑨他の制度により一部負
担金相当額又はその一部
の支給を受けられる場合


